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2024 年 1月 30 日 

ＤＣＭ株式会社 

 

 

普段使いできるものを活用した防災対策状況調査結果 
 

いつ発生するともわからない災害に対し、普段からの防災への備えが重要です。そのような中、 

防災用品の定期的な動作確認や、消費期限チェックが煩わしいとの声が多いことがわかりました。 

そこで今回、ホームセンターのＤＣＭ株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：石黒靖規、 

以下、DCM）は、防災用品の備えと定期チェックの現況についてアンケート調査を行いました。ここに、調

査結果と、具体的な対策方法についてご紹介いたします。 

 

【調査の概要】 

・名 称 ：  普段使いできるものを活用した防災対策の状況についてお悩みと対策方法は？ 

・実施期間 ： 2023 年 10 月 21 日（土）～11 月 12 日（日） 

・調査店舗 ： ＤＣＭの全国 9店舗 

ＤＣＭ発寒追分通店（北海道）、ＤＣＭ盛南店（岩手県）、 

ＤＣＭ稲城押立店（東京都）、ＤＣＭ21 浜松店（静岡県）、ＤＣＭ岡崎南店（愛知県）、 

ＤＣＭ坂店（広島県）、ＤＣＭ重信店（愛媛県）、ＤＣＭ本山店（熊本県） 

・調査方法 ： アンケート用紙 記入回答（有効回答：423 名） 

 

１． 防災用品の備えの現況 

灯りと食事が備品の 6割超 

   防災用品としてどのようなものを備えているのかお聞きしたところ、灯りと食事を確保するための 

物と回答した方が合計で 6割超を占めました。 
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どのような用途のものを防災用品として備えていますか

停電時に電源となるもの

灯りとなるもの

食料となるもの

食事をするためのもの

暖房に使えるもの

睡眠時に使用できるもの

情報収集するための機器

怪我等応急処置のもの

図表１ 

灯り 34％ 

食事 32％ 
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２．防災用品の定期チェックの現況 

定期的な確認は 4割超が面倒、防災のためだけに用意するのは 3割が面倒 

防災用品を揃える際のお困り事についてお聞きしたところ、4 割超の方が消費期限・使用期限の 

確認作業が煩わしいと回答しています。続いて、普段は使わない防災用品を揃えることが面倒と 

の声も３割を占めました。また防災用品を備えていても約 6割の方が定期チェックや更新をして 

いないと回答しており、防災用品は「期限などの定期的な確認作業が必要で煩わしい」とのイメー 

ジや、「普段使用しない物」とのイメージが強く、防災用品を揃える際の妨げにもなっていることが 

分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．普段使いできることを意識した防災用品について 

約半数の方が、防災用品を日常でも使用したいと考える反面、約４割の方は意識せず 

防災用品を揃える条件として、普段使いできることを意識しているかお聞きしたところ、約４割の方 

は特に意識せずに揃えていると回答し、半数の方は普段使用することを意識して備えていることが 

分りました。普段から使用することを想定し防災用品として備えていれば、有事の際にも慌てること 

なく使用することができます。また、普段から使用することで、非常時に使用方法が分らない、消費 

期限が切れていた、などということを防ぐことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ 
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防災用品の消費期限チェックなど、定期点検の現況

点検している

時々点検している

どちらともいえない

あまり点検していない

全く点検していない
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40%

13%

16%

21%

普段使いすることを意識して防災用品を用意していますか

十分意識している

ある程度意識している

どちらとも言えない

あまり意識していない

全く意識していない

図表４ 
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防災用品を揃える際のお困り事は

消費期限・使用期限の確認作業が煩わしい

普段使用しない防災のためだけの用品を揃えるのが面倒

保管場所がない

どこで購入するかわからない

図表２ 
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４．具体的対策の認知度と今後の意向について 

対策①：お庭やアプローチをお洒落に彩るガーデンライトを非常用の灯りとして活用 

庭や玄関脇などに設置するソーラー充電式のガーデンライトは約６割の方が知らないと回答し 

た一方、約４割の方が使用したいと回答しました。太陽光で充電できるため、お庭をお洒落に 

彩るだけでなく、緊急時の非常灯の代替品として使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策②：キャンプ等で活躍するポータブル電源を、照明の電源やスマホ等の充電に利用 

停電時、家族分のスマホなどを一週間程度充電したり、照明や家電製品の電源とすることができ 

るポータブル電源について、半数以上の方が防災用品として準備したいと回答しています。普段か 

らキャンプなどのレジャーで使用できる防災用品として関心が高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策③：アウトドアで活躍する風よけ付カセットコンロを避難時の食材の温めに活用 

屋外で火力を保ちやすい風よけのついたカセットコンロを防災用品として約７割以上の方が使用 

してみたい回答しました。屋外でも温かい食事を摂るためにカセットコンロは被災時に有効である 

と認識している方が多いことが分りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表６ 
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ポータブル電源を準備したいですか

是非準備したい

準備したい

どちらでもない

あまり準備するつもりはない

準備するつもりはない

図表７ 

約 5割 
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4% 4%

風よけ付カセットコンロを防災用品として使用してみたいですか

是非使用したい

使用したい

どちらでもない

あまり使用するつもりはない

使用するつもりはない

約７割 
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25%
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18%

非常灯としてソーラー式ガーデンライトを使用してみたいですか

是非使用したい

使用したい

どちらでもない

あまり使用するつもりはない

使用するつもりはない

図表５
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〈ご参考〉普段使いできる防災用品の事例（ＰＲ） 

１．多摩電子工業株式会社 ポータブル電源 500W ＴＬ107Ｇ                71,280 円(税込) 

 

 

 

 

 

２．ＤＣＭソーラーライト                                        327 円(税込) 

 

 

 

 

 

３．DCM センサー付ソーラー庭園灯                               2,728 円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

４．ドウシシャ シェフズストック こく旨ボロネーゼ  240g                    645 円(税込) 

 

 

 

 

 

５．グリコ 常備用カレー職人中辛  3 食                             429 円（税込） 

 

 

 

 

 

６．イワタニ カセットフー タフまるジュニア BK CB-ODX-JR-BK             9,878 円(税込) 

 

 

 

 

                            

災害発生、被災時の車内避難、車中泊での電源を確保できます。

36800mAh(506Wh)の大容量バッテリ搭載。コンセントがないアウトドアで小型

TVや電気ドリル等が使える AC コンセント搭載しています。スマートフォンや

タブレットなどを複数同時充電できる USBポートも搭載しています。 

小さくコンパクトなサイズです。本体はステンレス仕様です。電球色:白球で

光量は 1lm となります。単 4充電池使用。電気代 0円！地面にさすだけのソ

ーラーライトです。 

 

おいしさにこだわった保存食です｡最長 5 年の保存が可能｡麺・具材・スー

プがオールインワン!のびない!もちもち食感です｡保存料､合成着色料､不

使用です｡ 

耐荷重 10kg､鍋の上面の内径が 20cm(小さい鍋は鍋底が 11cm以上)まで

使用可能です｡ダブル風防ユニットと風に強い多孔式バーナー搭載してい

ます｡持ち運びや収納に便利な専用ハードケースも付属しています｡ 

人に反応し、常夜灯がより明るく光るセンサー付のソーラー庭園灯です。 

温白色。明るさ:常夜灯:約 10 ルーメン。点灯時間:約 8 時間。センサー探知

時の明るさ:約 80 ルーメン。点灯時間:約 5～10 秒です。 

植物油脂を使っているので、常温でもなめらかです。火が使えないなどの

非常時でも、そのままご飯などに掛けて食べられます。賞味期限は製造日

より 5年の長期間です。 

※表示価格は 2024 年 1月時点の価格です。 
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本件、画像などについてのお問い合わせは 

ＤＣＭ株式会社 
東京都品川区南大井 6-22-7 大森ベルポート E 館 

経営戦略室 広報担当：佐藤・難波 

［MAIL］pr@dcm-hldgs.co.jp 

［URL］ＤＣＭホールディングス株式会社 www.dcm-hldgs.co.jp/grp/ 

      ＤＣＭ株式会社           www.dcm-hc.co.jp/ 

mailto:pr@dcm-hldgs.co.jp

